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地
方
、イ
ス
ラ
ー
ム
、格
差
─
三
軸
で
揺
れ
る
統
一
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

河
野　

毅
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ケ
ー
ヒ
ン
の
楽
観

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
運
動
の
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
感
化
さ
れ
た
若
き
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
者

ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ー
ヒ
ン
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
将

来
を
楽
観
視
し
た
論
文
を
発
表
し
た
の
は

一
九
五
一
年
だ
っ
た
（『
フ
ァ
ー
・
イ
ー
ス
タ
ン
・

サ
ー
ベ
イ
』第
二
〇
巻
第
一
六
号
）。
ケ
ー
ヒ
ン
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
達
は
共
通
し
た
社
会

正
義
の
通
念
を
持
つ
た
め
国
家
体
制
を
巡
る
大
き

な
異
論
は
な
い
、
た
だ
、
気
に
な
る
の
は
民
主
主

義
で
は
な
く
強
権
主
義
に
傾
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
貧
し
い
国
民
と
少
数
エ
リ
ー
ト
間
の

社
会
ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
い
こ
と
だ
、
と
結
論
づ
け

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
若
き
ケ
ー
ヒ
ン
が
傾
倒
し
た
若

い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
そ
の
後
議
会
制
を
試
み
た

が
う
ま
く
い
か
ず
、
ケ
ー
ヒ
ン
が
心
配
し
た
よ
う

に
強
権
体
制
を
招
い
た
。
一
九
六
五
～
六
六
年
に

は
独
裁
者
ス
カ
ル
ノ
の
政
権
末
期
を
支
え
た
共
産

党
・
イ
ス
ラ
ー
ム
集
団
・
国
軍
の
三
頭
体
制
が
崩

壊
し
、
国
軍
主
導
に
よ
る
共
産
党
粛
正
運
動
を
経

て
、ス
ハ
ル
ト
に
よ
る
強
権
体
制
が
で
き
た
。ケ
ー

ヒ
ン
の
予
測
通
り
、
強
権
体
制
が
長
く
続
き
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
主
政
治
は
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊

ま
で
後
回
し
に
さ
れ
た
わ
け
だ
。

　

ス
ハ
ル
ト
強
権
体
制
の
崩
壊
を
契
機
に
、
東
チ

モ
ー
ル
は
分
離
独
立
し
、
ア
チ
ェ
で
は
二
〇
〇
四

年
末
の
津
波
惨
事
ま
で
武
装
紛
争
が
続
き
、
パ
プ

ア
で
は
ま
だ
分
離
独
立
紛
争
が
静
か
に
続
い
て
い

る
。

　

現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ス
ハ
ル
ト
体
制
崩
壊

以
後
、
民
主
体
制
を
試
行
錯
誤
で
保
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
民
族
覚
醒
」
の
宣
言
か
ら
一
〇
〇
周

年
で
あ
る
今
年
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
国

旗
の
「
紅
白
旗
」
を
掲
げ
て
統
一
国
家
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
を
祝
う
重
要
な
年
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
統

一
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
変
遷
を
考
え
な
が
ら
、

こ
の
巨
大
な
海
洋
国
家
の
将
来
を
占
っ
て
み
た
い
。

●
反
植
民
地
闘
争
と
そ
の
記
憶
が
不
在

―

東
チ
モ
ー
ル
、パ
プ
ア
、そ
し
て
ア

チ
ェ

　

反
植
民
地
闘
争
と
そ
の
共
通
の
記
憶
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
統
一
国
家
の
基
礎
だ
。
そ
の
た
め
、
反
植

民
地
闘
争
と
そ
の
記
憶
が
不
在
だ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
領
東
チ
モ
ー
ル
は
、
一
九
七
五
年
の
併
合
後
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
従
属
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
に

対
し
ス
ハ
ル
ト
は
、
武
力
に
よ
る
鎮
圧
と
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
飴
と
鞭
の
政
策
を
続
け
た
が
、
東
チ

モ
ー
ル
独
立
派
は
、
植
民
地
主
義
者
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
教
え
ら
れ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
使
い
東
チ

モ
ー
ル
民
族
主
義
を
発
信
し
続
け
た
。
各
国
政
府

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る
武
力
弾
圧
と
人
権
侵
害

を
憂
慮
し
、
人
権
団
体
や
東
チ
モ
ー
ル
支
援
グ

ル
ー
プ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
不
正
義
を
追
及
し
た
。

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
、
強
権
政
治
の
負
の
遺
産

を
消
そ
う
と
し
た
ハ
ビ
ビ
政
権
が
東
チ
モ
ー
ル
を

手
放
し
た
結
果
が
、
東
チ
モ
ー
ル
独
立
と
な
っ
た
。

　

パ
プ
ア
は
、
一
九
六
九
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

併
合
さ
れ
た
後
、
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ヤ
と
い
う
名
の

州
と
な
っ
た
（
現
在
は
パ
プ
ア
州
と
西
パ
プ
ア
州

に
二
分
割
）。
こ
の
地
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立

運
動
と
は
縁
の
な
い
存
在
だ
。
言
葉
の
違
い
は
も

と
よ
り
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
系
住
民
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
多
数
を
占
め
る
マ
レ
ー
系
住
民
と
容
姿
も
異
な

る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お

い
て
パ
プ
ア
系
住
民
に
対
す
る
人
種
差
別
の
要
因

に
も
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

は
軍
の
駐
留
と
州
の
分
割
、
そ
し
て
特
別
自
治
権

の
付
与
を
通
じ
て
パ
プ
ア
独
立
運
動
を
弱
体
化
さ

せ
よ
う
と
努
力
す
る
。
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ア
チ
ェ
は
、
東
チ
モ
ー
ル
や
パ
プ
ア
と
は
対
照

的
に
、
反
植
民
地
闘
争
を
他
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

た
ち
と
戦
っ
た
共
通
の
記
憶
を
も
つ
。
し
か
し
、

ス
カ
ル
ノ
政
権
下
の
中
央
集
権
化
に
失
望
し
、
武

装
反
乱
し
た
。
ア
チ
ェ
と
並
び
、
ス
カ
ル
ノ
に
よ

る
中
央
集
権
化
に
反
対
し
反
乱
を
起
こ
し
た
地
方

は
他
に
も
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
地
方
反
乱
は
国

軍
に
よ
る
武
力
鎮
圧
に
屈
し
た
。し
か
し
、ア
チ
ェ

だ
け
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
中
央
政
府
に
対
す
る

武
装
反
乱
が
再
び
起
こ
り
、
ス
ハ
ル
ト
は
武
力
で

鎮
圧
し
た
。
一
九
八
九
年
か
ら
は
、
さ
ら
に
激
し

い
国
軍
に
よ
る
武
力
弾
圧
が
始
ま
っ
た
。
ス
ハ
ル

ト
政
権
崩
壊
後
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
と
反
乱
軍

は
日
本
を
含
む
外
国
の
仲
介
を
得
て
ア
チ
ェ
問
題

解
決
の
た
め
に
努
力
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は

武
装
闘
争
が
再
燃
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
四
年
末
に
発
生
し
た
イ
ン

ド
洋
沖
大
地
震
・
津
波
の
犠
牲
者
数
は
ア
チ
ェ
州

で
二
〇
万
近
く
な
り
、
こ
の
重
大
な
危
機
に
対
し

国
際
社
会
協
調
の
前
代
未
聞
の
規
模
の
支
援
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
危
機
を
契
機
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
と
反
乱
軍
は
国
際
社
会
の
注
視
の
も
と
急

ピ
ッ
チ
で
和
平
交
渉
を
再
開
し
、
二
〇
〇
五
年
八

月
に
は
和
平
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
津
波
後
の
復
興
と
和
解
推
進
の
両

輪
で
進
む
は
ず
だ
っ
た
ア
チ
ェ
行
政
で
あ
る
が
、

過
去
の
人
権
問
題
処
理
な
ど
の
和
解
の
部
分
は
再

建
・
復
興
の
陰
に
隠
れ
、
さ
ら
に
肝
心
な
経
済
開

発
は
二
〇
〇
六
年
末
の
住
民
直
接
投
票
で
選
出
さ

れ
た
独
立
派
出
身
現
知
事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
欠

如
と
汚
職
で
進
ま
ず
、
自
ら
崩
壊
す
る
兆
し
が
見

え
る
。
さ
ら
に
、
ア
チ
ェ
州
三
分
割
の
動
き
も
活

発
化
し
て
お
り
、
将
来
は
油
断
で
き
な
い
。

●
三
軸
を
巡
り
揺
れ
る
統
一
国
家

　

直
接
的
に
は
パ
プ
ア
と
ア
チ
ェ
の
問
題
が
、
統

一
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
脅
威
を
与
え
る
二
つ
の

地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
提
示
し
た
い
の

は
、
こ
の
二
つ
の
地
域
の
不
安
定
さ
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
揺
る
が
す
以
下
の
三
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が

ど
の
よ
う
に
動
く
か
に
よ
っ
て
そ
の
深
刻
さ
が
上

下
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

三
つ
の
ベ
ク
ト
ル
と
は
、
格
差
問
題
、
地
方
問

題
、
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
で
あ
り
、
こ
の
三
つ
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
立
後
、
国
家
の
統
一
を
常
に
揺

さ
ぶ
っ
て
き
た
不
安
定
要
素
で
あ
る
。
具
体
的
に

は
、
格
差
問
題
が
民
主
的
な
方
法
で
解
決
さ
れ
る

か
、
中
央
と
地
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
安
定
し
た
妥
協

点
で
落
ち
着
く
か
、
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
が
国
是
で

あ
る
「
多
様
性
の
な
か
の
統
一
」
を
破
壊
し
な
い

か
、
と
い
う
設
問
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
富
裕
層
と
貧
困
層
の
社
会
格
差
か
ら

生
じ
る
不
安
定
要
素
だ
。
特
に
、
土
地
問
題
と
労

使
関
係
は
、
独
立
以
来
根
強
く
残
る
社
会
問
題
だ
。

た
と
え
ば
、
一
九
六
五
～
六
六
年
の
共
産
党
粛
正

運
動
は
、
貧
困
層
を
動
員
し
た
共
産
党
に
対
し
土

地
所
有
者
な
ど
の
富
裕
層
が
争
っ
た
結
果
起
こ
っ

た
暴
力
の
頂
点
で
あ
り
、
土
地
所
有
者
だ
っ
た
イ

ス
ラ
ー
ム
導
師
達
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
産
党
が

進
め
よ
う
と
し
た
土
地
改
革
に
反
対
し
た
こ
と
が

事
件
の
背
景
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。

　

現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
工
場
労
働
者
の

増
加
に
伴
い
、
労
使
問
題
が
社
会
摩
擦
を
生
ん
で

い
る
。
外
国
投
資
家
に
魅
力
的
な
条
件
を
提
供
す

る
た
め
に
は
労
働
賃
金
を
低
く
抑
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
一
方
、
労
働
者
の
待
遇
を
向
上
さ
せ
消
費

を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
抱
え
て
い
る
。
土
地

収
用
に
つ
い
て
は
、
民
主
化
後
、
不
審
火
を
故
意

に
起
こ
し
火
災
を
理
由
に
立
ち
退
き
を
強
制
す
る

と
い
う
違
法
行
為
が
発
生
し
て
い
る
。

　

労
働
問
題
と
土
地
問
題
は
、
社
会
的
弱
者
を
さ

ら
に
痛
め
つ
け
ず
に
問
題
を
解
決
で
き
る
か
と
い

う
、
ま
さ
に
民
主
的
な
政
府
の
行
動
が
求
め
ら
れ

る
分
野
だ
。
と
こ
ろ
が
、
社
会
的
弱
者
を
代
弁
す

る
政
治
勢
力
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
市
民
レ
ベ
ル
の
活
動

に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
、
政
府
が
弱
者
救
済
に
後
ろ
向
き
な
こ

と
だ
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
東
ジ
ャ

ワ
で
民
間
企
業
が
ガ
ス
田
を
探
す
掘
削
時
に
、
泥

流
の
地
層
に
掘
削
棒
が
ぶ
つ
か
り
、
泥
が
地
上
に

吹
き
出
し
始
め
る
事
故
が
発
生
し
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

市
民
団
体
は
声
高
に
政
府
に
対
策
を
求
め
た
が
、

被
災
し
た
農
民
を
救
済
す
る
政
府
支
援
は
一
年
間

な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
も
し
、
こ
の
泥
流

事
件
が
ア
チ
ェ
か
パ
プ
ア
で
起
こ
っ
た
ら
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
は
誠
実
に
対
応
し
た
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
府
が
機
能
し
な

い
こ
と
が
ア
チ
ェ
と
パ
プ
ア
の
住
民
の
中
央
政
府

に
対
す
る
不
満
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
住
民
の
反
政

府
感
情
と
政
府
不
信
は
高
ま
る
。
社
会
格
差
を
解

特 集特 集
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消
す
る
政
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
は
、
国
家
に
対

す
る
信
用
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
信
用
の

向
上
は
統
一
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
実
現
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
だ
。

　

二
つ
目
の
不
安
定
要
素
は
、
中
央
と
地
方
の
問

題
だ
。
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
中
央
に
集
中
す
る

権
力
に
対
す
る
地
方
の
反
乱
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

西
ジ
ャ
ワ
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
、
ア
チ
ェ
に
は
反
政

府
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
「
ダ
ル
ル
・
イ
ス
ラ
ー
ム
」

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名

を
借
り
て
中
央
に
反
発
し
た
軍
事
的
な
反
乱
だ
っ

た
。
武
装
し
た
反
乱
軍
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半

に
は
す
で
に
鎮
圧
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に

は
現
在
も
中
央
に
対
す
る
不
信
感
が
非
常
に
強
く

残
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
特
に
民
主
化
後
に
地
方
自
治
の
時
代

に
入
り
、
中
央
と
地
方
の
権
力
の
争
い
が
こ
の
不

信
感
に
重
な
る
よ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
新
し
い
州
・
県
設
置
の
動
き
が
活
発
化
し

た
り
、
税
収
増
加
を
狙
っ
た
様
々
な
条
例
が
作
ら

れ
た
り
し
て
い
る
。
地
方
の
王
国
を
作
ろ
う
と
す

る
地
域
も
あ
る
。
最
近
で
は
、
西
ジ
ャ
ワ
州
か
ら

離
れ
て
「
チ
レ
ボ
ン
州
」
を
作
ろ
う
と
す
る
画
策

で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
六
年

ま
で
に
現
行
法
律
に
反
す
る
地
方
条
例
は
、
内
務

省
に
破
棄
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
す
で
に
六
五
九
条

例
あ
る
。
そ
れ
ら
は
国
の
法
律
に
合
致
し
な
い
、

勝
手
に
税
金
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
、
勝
手
に
外

国
投
資
を
受
け
入
れ
よ
う
と
い
う
条
例
で
あ
る
。

　

活
発
化
す
る
地
方
行
政
の
動
き
を
、
ア
チ
ェ
と

パ
プ
ア
は
注
意
深
く
見
て
い
る
。
も
し
、
中
央
政

府
が
地
方
自
治
の
行
き
過
ぎ
を
是
正
し
中
央
集
権

化
に
向
か
え
ば
、
ア
チ
ェ
と
パ
プ
ア
は
こ
れ
に
警

戒
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
他
州
で
の
天
然
資
源

収
入
分
配
の
動
き
を
ア
チ
ェ
と
パ
プ
ア
は
注
視
し

て
い
る
。

　

第
三
の
不
安
定
要
素
は
、
国
家
基
盤
を
イ
ス

ラ
ー
ム
に
基
づ
く
価
値
に
す
る
か
、
そ
れ
と
も
世

俗
的
な
価
値
に
す
る
か
と
い
う
権
力
闘
争
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
宗
教
の
自
由
を
憲
法
で
保
障

し
、「
多
様
の
な
か
の
統
一
」
を
国
是
と
し
、
特

定
の
宗
教
を
さ
け
る
形
で
信
仰
を
義
務
づ
け
る

「
パ
ン
チ
ャ
シ
ー
ラ
」
を
国
家
原
則
と
し
て
い
る

よ
う
に
、
ま
さ
に
多
数
派
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
が
少

数
派
他
宗
教
徒
を
疎
外
し
な
い
制
度
を
持
つ
。

　

た
だ
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
憲
法
に
「
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
従
う
義
務
が
あ

る
」
と
い
う
条
文
を
追
加
し
た
い
政
党
や
、
イ
ス

ラ
ー
ム
法
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）
の
施
行
を
主
張
す
る

急
進
的
な
グ
ル
ー
プ
も
い
る
。
加
え
て
、
ス
ハ
ル

ト
政
権
崩
壊
後
の
民
主
化
の
な
か
で
、
イ
ス
ラ
ー

ム
を
党
是
と
し
て
活
動
す
る
政
党
も
増
加
し
、
う

ち
福
祉
正
義
党
（
Ｐ
Ｋ
Ｓ
）
の
活
動
基
盤
は
都
市

部
で
強
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
慮
す
る
世
俗
主

義
勢
力
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
は
国
家
を
分
裂
さ
せ

る
と
主
張
し
、
特
に
マ
ル
ク
諸
島
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ

島
の
中
・
北
部
、
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
、
パ
プ
ア
な

ど
東
部
地
域
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
地
域

に
お
け
る
宗
教
間
対
立
を
憂
慮
す
る
。
社
会
全
体

で
イ
ス
ラ
ー
ム
化
が
進
行
す
る
中
、
急
進
派
は
暴

力
に
走
る
。
ジ
ャ
マ
ー
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ヤ
な
ど
の

地
下
グ
ル
ー
プ
は
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
イ
ス
ラ
ー

ム
国
家
建
設
の
た
め
に
は
暴
力
も
容
認
す
る
。

　

こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
と
世
俗
主
義
維
持
の
綱
引

き
は
、
パ
プ
ア
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い

地
域
に
と
っ
て
は
敏
感
な
問
題
で
あ
る
。
分
割
後

新
州
と
な
っ
た
西
パ
プ
ア
州
に
流
入
す
る
ム
ス
リ

ム
が
、
現
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
社
会
摩
擦
を
起

こ
す
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
み
え
る
。
も
し
、
こ

の
よ
う
な
摩
擦
が
高
ま
る
と
一
九
九
九
年
の
マ
ル

ク
紛
争
の
よ
う
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
か
ら
過
激

派
が
流
入
し
暴
力
的
紛
争
に
発
展
す
る
可
能
性
も

排
除
で
き
な
い
。

●
お
わ
り
に

　

若
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
す
で
に
六
三
歳
で

あ
る
。
統
一
国
家
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
熱
い
独
立
の

記
憶
は
風
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
分
裂
間
近
の
時
限
爆
弾
だ
、
と
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
。
統
一
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
努
力
し
て

こ
の
統
一
を
さ
ら
に
強
い
も
の
に
す
る
に
は
、
ア

チ
ェ
と
パ
プ
ア
の
問
題
解
決
が
必
要
で
、
こ
の
二

地
域
の
問
題
解
決
は
、
こ
の
巨
大
海
洋
国
家
を
こ

れ
ま
で
揺
さ
ぶ
っ
て
き
た
上
記
三
軸
の
不
安
定
要

素
に
強
く
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
強
い
統
一
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
望
ん
だ
ケ
ー
ヒ
ン
の
夢
は
、
な
か
な

か
実
現
さ
れ
そ
う
に
な
い
。

（
こ
う
の　

た
け
し
／
政
策
研
究
大
学
院
大

学
助
教
授
）


